
第４６回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録 

 

日 時： 平成３０年１２月１９日（水） １５：００～１７：００ 

場 所：非破壊検査 株式会社 

出 席 者： 鎌田会長，堤先生，葛目幹事，森幹事，永山幹事，服部会員，藤原会員， 

藤垣会員，寺澤会員，鈴木様，吉田会員（１１名：順不同） 

配布資料：46-0   第４６回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事次第 

          46-1   第４５回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録（案） 

 

議 事： 

１．会長挨拶 

開催の挨拶が鎌田会長よりあった。また，今回のゲストの大阪大学 堤先生の紹介があった。 

 

２．第４５回議事録（案）の確認 

  前回議事録の説明があり，内容確認が行われ承諾された。 

 

３．話題提供 

（１）堤先生より，「 溶接構造物の弾塑性応答と耐疲労性能評価手法の開発」と題して話題提供があ

った。溶融池形成シミュレーションおよび繰返し弾塑性モデルを用いた疲労寿命評価技術を連

携させることにより，溶接プロセス条件が隅肉溶接継手の疲労き裂発生寿命に与える影響に関

する検討，DICを用いた局所ひずみ計測に関する研究，3次元X線CT画像を活用した溶接欠

陥の強度評価などに関する研究紹介が行われた。講演に対しては，疲労き裂発生寿命評価の具

体的手法やその予測精度，また 3次元X線CT画像で検知可能な欠陥サイズなどに関する質問

がなされた。 

 

（２）森幹事より，「X線CTについて」と題して話題提供があった。従来のX線 CT装置は１次元検

出器（ラインセンサ）にて各断面ごとに対象物を 360°方向から撮影し，画像を重ね合わせて

いた。それに対して本システムでは，２次元の検出器（フラットパネル）にて対象物を 360°

方向から撮影するものであり，従来に比べて短時間で高画質の CT 画像が得られる。また最小

焦点寸法が 4μmのマイクロフォーカスX線装置を採用したことで，ボケが少なく拡大撮影が

可能で，最大管電圧が 300keVあるため鋼で 30mm，アルミニウムで 130mmの透過が可能とな

った。さらに X 線検出器に新型の 16 インチフラットパネルを採用したことで画像の有効範囲

の大型化と鮮明化が実現されたとの説明があった。適用事例として自動車部品やコンクリート

コアを撮影した結果が紹介された。 

 

（３）服部委員より「接着系あと施工アンカーの健全性評価に関わる最近の取り組みについて」と題

して話題提供があった。あと施工アンカーの施工は，限定された施工時間，不自由な作業空間・

環境で行われ，施工者の技量により，供用中のあと施工アンカーにおいて多くの施工不良が潜

在していると考えられる背景が紹介された。また，現場での「配合むら」や「下穴清掃不良」

によるボルト引き抜けが多数観測されており，接着剤の配合比が振動応答に与える影響を把握



する研究に着目した背景が紹介された。研究の成果として，配合比の異なるエポキシ樹脂を対

象に解析，実験により評価を行った結果，主剤の割合が大きくなり，接着剤の弾性係数が小さ

くなると波形エネルギー比は増大することが報告された。次に，接着剤の配合比が引抜耐力に

与える影響を把握するため，引抜試験を行った結果が紹介された。引抜耐力はアンカー筋の降

伏耐力より小さい結果となっており，清掃不良による破壊モードであったことが報告された。

この実験より，あと施工アンカーの施工において，孔内清掃不良の影響が大きいと考えられた

ため，今後その非破壊評価方法の研究を進めるとのことであった。 

以下に各委員からの質疑および応答した内容を記す。 

Q：硬化後，接着剤の配合比が分かる手段があるか。実フィールドにおいて，定量的な評価

を行うため，調査を進めておいた方がいい。 

Q：接着剤の混合作業そのものの均一性はどうか。接着剤の粘性の影響もあり，どの程度定

量的な評価が可能か事前に検討しておく必要がある。 

Q：あと施工アンカーに対する非破壊評価手法としては収束する模様か。 

A：施工直後のアンカーをはじめとして評価を進めてきたが，原因の特定ではなく，不良の

有無については共通の評価指標が適用でき，手法の有効性が確認できた。 

 

４．今後の予定 

  第４７回交流会：平成３１年３月２９日 １５：００～１７：００ 

  場所：日本建築総合試験所 大阪事務所 

 

以上 

 

（記録：寺澤会員，藤垣会員，服部会員） 


